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　歯肉に生 じた悪性腫瘍は日常の歯科診療 を行 う




　今回,わ れわれは下顎歯肉癌 を疑 ったものの,
初回生検による病理診断で確定診断に至 らず初療







　 現病歴:平 成22年10月ごろか ら右側下顎第一
大臼歯部に疼痛 を自覚 し,近 医歯科 を受診 した。
治療 を受け るも疼痛 が改善せず,平 成23年1月
初旬に同部歯肉の腫脹が出現 したため別の歯科医




　 口腔外所見;顔 面は対称で両側顎下 リンパ節に
有意な腫脹,硬 結は認めなかった。その他異常所
見はなかった。
　 口腔内所見;右 側下顎第一大臼歯頬側か ら遠心
部にかけての歯 肉に25×18mmの形不整 な硬結
を伴 う腫脹を認め,第 一大臼歯頬側歯肉に潰瘍形
成 を認めた(写 真1)。第一大臼歯 には2度 の動
揺を認めた。
　画像所 見;パ ノラマX線 写真では第一大 臼歯
の歯根周囲に骨吸収像を認め,骨 吸収部の周囲に


















































側頸部 リンパ節に転移 を疑 うFDGの 集積を複数
箇所認めたが,病 理検査で確定診断 してからの評













138 奥 羽 大 歯 学 誌 2011
ており,ま た歯肉癌において抜歯 を行った群は抜
歯 を行 っていない群の2倍 の リンパ節転移陽性率
を示 し(52%と26%),5年生存率 について も抜
歯 を行っていない群の方が高いという報告 もある
5,6)。本症例の手術標本での病理検査でもリンパ節
転移 を多数認めており,局所再発,頸 部 リンパ節
や遠隔臓器への後発転移が起 こりやすいことを念
頭において,よ り注意深 く経過観察を行っている。
　本症例を日常臨床 を行 う上での警鐘 として,歯
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